




要約:我々は、療育を進めていくにあたって検討していくべき具体的な課題のひとつとし

て、QOL の向上をめざす療育という視点から、療育法の在り方の見直しを行なう。本来、

子ども達は子ども集団のなかで成長するということを考える時、療育の在り方の中で、「集

団」の意義等を検討する事は、重要であると考える。今回の研究では、「集団」の特性を

活かしたブログラムを実践している「集団療育」の実際と効果等を検討した。今後、 ア

ンケートを実施し、国内の療育機関における「集団療育」の実態調査を行なう予定である。

また「集団療育」に関する文献的考察も加えて、今後の療育法の在り方を示す予定である。


